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二
〇
一
四
年
四
月
二
十
五
日
に
発
表
さ
れ
た
日
米
共
同
声
明
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

本
年
四
月
二
十
三
日
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
が
来
日
さ
れ
、
翌
二
十
四
日
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
と
の
会
談
が

行
わ
れ
た
。
そ
し
て
更
に
翌
二
十
五
日
、
両
首
脳
に
よ
り
共
同
声
明
（
以
下
、
「
共
同
声
明
」
と
す
る
。
）
が
発
表
さ
れ
た
。

右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
六
第
一
七
四
号
）
並
び
に
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
六
第
一
五
四
号
）

を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

「
前
々
回
答
弁
書
」
並
び
に
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
過
去
に
我
が
国
と
ロ
シ
ア
並
び
に
中
国
と
の
間
で
発
表
さ
れ
た
共

同
声
明
ま
た
は
「
共
同
声
明
」
と
い
う
言
葉
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
以
外
の
各
種
文
書
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
語
ま
た
は
中
国

語
の
み
で
策
定
さ
れ
、
我
が
国
側
が
仮
訳
を
行
い
、
発
表
さ
れ
た
と
い
う
事
例
は
あ
る
か
と
の
問
い
に
対
し
、
ロ
シ
ア
語
中

国
語
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
の
み
で
作
成
さ
れ
、
我
が
国
側
が
仮
訳
を
作
成
し
た
も
の
は
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
右
の
理
由
は
何
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
共
同
声
明
」
が
、
英
語
に
よ
っ
て
の
み
策
定
さ
れ
、
我
が
国
側
が
仮
訳
を
行
っ
た
と
い
う
の
は
事
実
か
と
い
う
問
い
に

対
し
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
米
国
と
の
交
渉
の
結
果
、
英
語
で
作
成
さ
れ
、
我
が
国
側
が
仮
訳
を
作
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
右
を
受
け
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
共
同
声
明
」
以
外
に
、
過
去
に
米
国
と
の
間
で
発
表
さ

一



れ
た
各
種
文
書
に
お
い
て
、
英
語
の
み
で
策
定
さ
れ
、
我
が
国
側
が
仮
訳
を
し
た
も
の
は
あ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前

回
答
弁
書
」
で
は
「
存
在
す
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
過
去
に
米
国
と
の
間
で
発
表
さ
れ
た
各
種
文
書
に
お
い

て
、
英
語
の
み
で
策
定
さ
れ
、
我
が
国
側
が
仮
訳
を
し
た
も
の
全
て
の
名
称
を
挙
げ
ら
れ
た
い
。

三

二
の
文
書
に
関
し
、
な
ぜ
日
英
両
言
語
で
は
な
く
英
語
の
み
で
作
成
さ
れ
、
我
が
国
側
が
仮
訳
を
行
っ
た
の
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
理
由
を
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

「
共
同
声
明
」
に
つ
い
て
、
な
ぜ
日
英
両
言
語
に
よ
る
作
成
を
し
な
い
と
い
う
結
果
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
前
回

質
問
主
意
書
で
問
う
た
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
米
国
と
の
関
係
も
あ
り
、
差
し
控
え
た
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
外

交
は
国
民
の
理
解
、
支
持
が
あ
っ
て
初
め
て
行
え
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
真
実
を
隠
す
の
で
は
な
く
、
「
共
同
声
明
」
が

日
本
語
で
の
作
成
が
な
ぜ
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


